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山鹿市教頭会だより
５ 研修活動

１ はじめに ４月 ４日 第１回運営委員会

本年度の山鹿市教頭会は、小学校１０ ・総会計画

校、中学校５校、計１５校で会員数は１ ４月２６日 第１回総会・研修会

５名でスタートしたが、今年度末に小学 ・県発表概要確認等

校２校が統廃合され、令和５年度は会員 ５月１７日 第２回運営員会

数が１３名となる。 ７月２８日 第２回研修会

今年度の教頭会も、新型コロナウイル ・人事管理研修

ス感染拡大防止に努めながら、日本一の ７月２９日 教頭会研究大会岩手大会

学園都市「やまが」をめざし、研修を重 オンラインに会長参加

ねてきた。オンラインではあったが、２ ８月 ２日 県教頭会研究大会

年ぶりに研修会（講演会）も実施できた。 ８月１７日・１８日

教頭会研究大会九州大会

２ 役員組織 鹿児島大会（誌上発表）

会 長 吉田 誠 （菊鹿中） ９月２１日 講演会（オンライン）

副会長 芦村 彰一（八幡小） 法テラス クレーム対応研修

庶 務 坂本 恵子（平小城小） 弁護士による講演会

会 計 髙木 由実（菊鹿小） １０月 ４日 人権教育フォーラム

研究部長 １月２３日 第３回運営委員会

寒川 則広 （鹿本小学校） （県大会発表要項検討と次年

度の研究と組織について）

３ 努力目標 ２月 ２日 第３回研修会

令和の日本型教育や Next GIGA を見 講演会

据え、２１世紀を生き抜く感性豊かな児 ２月１０日 中央研修大会（オンライン）

童生徒を育成するために、教頭職として 会長参加

の研修を深める。 ３月２８日 第４回運営委員会

会計監査・次年度の組織づ

４ 努力点 くり・役員選出等

（１）教頭職としての資質向上と実践的指 ６ おわりに

導力の向上。 多様な教育課題に直面する中、少人数

（２）一歩進んだ働き方改革に取り組む中 の利を生かし、会員同士の連携を深めら

での学校教育の在り方を考える。 れたのは有意義だった。

（３）全国大会・九州大会・県教頭研・市 今後も教頭職としての資質・向上と人

教頭研での研修内容の積極的推進に努 材育成の観点から、「チーム山鹿」とし

める。 ての組織編成と研修の充実を推し進めて

いきたい。


